
佐倉市GIGAスクール構想の実現へ
～一人一台端末は令和の学びの「スタンダード」～
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GIGAスクールとは、令和元年12月に文部科学省が発表した一連の教育
改革案のことです。
GIGAは「Global and Innovation Gateway for All」
（全世界とイノベーションへの扉をすべての子どもたちへ）の略語です。
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※文科省「GIGAスクール構想の実現へ」より



佐倉市GIGAスクール構想
教育ビジョンに基づく施策「学力向上・学習内容の充実」
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「わかる授業」「楽しい授業」を実践し、「もっと学びたい」という意欲を高めるととも
に、各教科や総合的な学習の時間では、自ら課題を見つけ自ら解決する力や学
びあいなどを通じてコミュニケーション能力を育てていきます。また、家庭との連携
を図りながら学習習慣の確立に努めます。
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佐倉市GIGAスクール構想学びのイメージ

ステップ２ 「すぐにでも」「どの教科でも」「誰でも」活かせる１人１台端末
例）・検索サイトを用いて、授業テーマに応じて様々な文章や動画を収集する。（調べ学習）
・情報の真贋を判断し、整理する。（情報モラル教育）
・文章作成ソフトを活用し、推敲を重ねて長文のレポートを作成する。（表現・制作）

ステップ３ 教科の学びを深める・教科の学びの本質に迫る
※双方向型一斉授業

例） ・動画撮影で、振り返りやよりきめ細かな分析を可能にする。
・各自で収集した様々なデータをPC上で重ね合わせて深く分析する。

ステップ４ 教科の学びをつなぐ・社会課題等の解決・夢の実現
例）大学・海外・専門家との連携、過疎地・離島の子供たちが多様な考
えに触れる機会、入院中の子供と教室をつないだ学び（遠隔授業）

ステップ１ 使う・慣れる
例）・使い方を知る・ちょっとしたことを調べる・メッセージを送る
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佐倉市GIGAスクール構想に向けて

時期 タブレット整備台数
令和２年９月 １校あたり２クラス分
令和３年１月 ３クラスにつき１クラス分（全校の１／３）
令和３年４月 １人１台（全児童生徒）

＜端末整備概要＞

＜ICTを活用したオンライン学習支援＞
分野 活用ツール

同時双方向の遠隔授業・ホームルーム オンライン会議用ソフト

授業配信（オンデマンド形式） 録画配信用ソフト

遠隔授業支援・協働学習
※教育支援ツール

協働学習用ソフト

確認テスト・家庭学習
※学習支援ツール

ドリル学習用ソフト
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活用場面
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職員研修

講師を招いての研修

操作・活用研修

教職員同士のオンライン研修
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授業実践

教材の提示 ノートとタブレットの併用

発表・教え合い学習

モ
デ
ル
校
の
授
業
参
観
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オンライン配信

学校と家庭の
オンライン通信

オンラインによる授業配信

オンラインによる
学活・健康観察



佐倉市教育委員会 11

令和４年度の取組
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令和５年度の取組


